
令和４年度 心を育む学校給食週間の取組み 
 

◆実施校数：３４８校 

学校給食を実施している小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校 

◆実施内容 

「からだ」づくり 
食べ物の身体に与える影響を知る。 

季節や環境、体調に合った食を覚える。 

【取組の特徴】 

委員会活動を通して、成長期に必要な栄養や自分の身体に合った食事量について、お

たよりやオリジナル動画等で発信し、楽しく学ぶ取組みが多かった。 

栄養教諭と学級担任が協力しての食に関する指導や教職員による食の思い出などを

通して、健康への関心の高まりや、給食をしっかり食べようという意識や態度を育てる

取組みも多く見られた。 

 

～鮭川村立鮭川小学校の給食～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県の郷土料理給食 

熊本県の郷土料理給食 



「からだ」づくり（身体の健康維持・増進）取組事例 

学校名 中山町立長崎小学校 

実施期間 令和５年１月 16日（月）～１月 20 日（金） 

【委員会活動】 

〇オリジナル動画づくり 

 給食の後片付けを担当している給食委員会が、今年度になって牛乳の残りが多いことに

気づき、「牛乳を好きになってほしい」との願いから、オリジナル動画を作り、全校に呼び

かけることにした。 

＜動画の構成＞ 

 

学校名 尾花沢市立常盤小学校 

実施期間 令和４年 12月８日（木）、令和５年１月 13日（金）～１月 19日（木） 

【食育授業】 

〇「食べ物とからだの働き」、「バランスよく食べることの大切さ」 

 ３，４年生は食べ物と身体の働きについてと、バランスよく食べることの大切さを学ん

だ。５年生は健康な体のためにバランスよく選ぶことの大切さについて、タブレットを使

って模擬バイキングをし、他の人のセレクトの様子を見る等して意見交流しながら学んだ。 

〇「ときわ大根」の調べ学習 

 本校の特色である「ときわ大根」の効能について調べ学習を行い、掲示した。 

〇食育リレー放送 

 職員による食育リレー放送を行った。献立に使われている食材の効能や食品に関する情

報を放送で紹介した。 

◎成果 

全職員で「食育主題配当表」を作成して、発達段階に応じた食育の授業を行うことで、

職員も児童も食に興味を持つことができた。職員による食育リレー放送により、今食べて

いるものの効能を知り、苦手な児童も挑戦する姿が見られた。職員の給食の思い出を聞い

て、楽しい給食の時間となった。また、原稿を作成するにあたり、食材や料理について調

べれば調べるほど、給食の献立のバランスの良さに職員自身が気付くことができた。 

 

学校名 鮭川村立鮭川小学校 

実施期間 令和５年１月 16日（月）～１月 20日（金） 

【学校給食の充実】 

〇他県の郷土食や山形県の郷土食を味わおう 

 九州地方と山形県の郷土食を味わい、地元の食材を使い作られた郷土食は、その土地の

季節や環境、そこで暮らす人々の健康も考えられていることを知らせた。 



学校名 金山町立金山中学校 

実施期間 令和５年１月 23日（月）～１月 27日（金） 

【学校給食・朝食の充実】 

〇「まごはやさしい給食」 

 普段不足しがちな栄養素をたくさん含んだ洋風メニューで、自分の健康を考えて食事が

できるよう学んだ。 

 

 

 

 

〇鉄分アップ給食 

 疲労回復、貧血防止などの鉄分の役割を知ることができた。また、ビタミンＣと一緒に

摂ることで吸収率もアップすることを学んだ。 

 

 

 

 

〇朝ごはんレシピ集の配布 

 アンケートで集まった「朝ごはんレシピ集」を全家庭に配布し、朝ごはんの大切さを知

らせた。 

 

学校名 川西町立吉島小学校 

実施期間 令和４年 12 月５日（月）～12 月９日（金） 

【委員会活動】 

〇「あったかメニューコンテスト」の実施 

 健康委員会主催で「あったかメニューコンテスト」を実施し、寒い冬に体も心も温まる

ようなメニューを児童が考えた。家庭科などで学んだ 3 つの食品を参考に、栄養バランス

を考えて取り組むように指導した。児童会の健康委員会で児童も一緒に審査して、各学年

１点の優秀賞を決め、投票により優秀賞６点の中から１つを最優秀メニューとした。最優

秀メニューは、３学期に給食メニューとなった。 

  

学校名 南陽市立赤湯中学校 

実施期間 通年 

【委員会活動】 

〇「牛乳しっかり飲もう週間」「給食いっぱい食べよう day」 

 給食委員が、年間を通して取組んでいる「牛乳しっかり飲もう週間」 

と、９のつく日の「給食いっぱい食べよう day」を実施し、ＳＤＧｓ 

と絡めたおたよりを出して生徒に考えさせたり、放送で呼びかけたり 

した。 

 

≪献立名≫ 

・ほうれん草のピラフ ・紅大豆コロッケ ・ツナのごまサラダ 

・キノコとわかめのスープ ・はちみつゆずゼリー 

 

≪献立名≫ 

・ナン ・レバー入りドライカレー ・小松菜とひじきのパワーサラダ 

・フルーツ杏仁 



 

学校名 庄内町立余目中学校 

実施期間 通年、特設：令和４年 12月 12日（月）～12月 16日（金） 

【給食時間における取組み】 

〇栄養教諭による栄養講話 

 6 月と 11 月にお昼の校内放送で、「疲労回復に効果のある食事」、「思春期の肌トラブル

予防の食事」について、栄養教諭に栄養講話をしてもらい、食事のとり方やバランス、効

用について知識を広めることができた。  

◎成果 

「思春期の肌トラブル予防の食事」について、約 1 か月後に事後アンケートをとったと

ころ、「意識している」、「少し意識している」が半数以上を占め、その中の約半数が「肌ト

ラブルが改善した」との結果が得られた。生徒の生活に生かされていて、食事への関心を

高めることができた。 

 

 

学校名 酒田市立東部中学校 

実施期間 通年 

【食育の充実・委員会活動】 

〇食に関する指導の出前授業（７月、９月） 

・１学年…「生活リズムと朝食」（株式会社カルビー） 

・２学年…「成長期の食事と運動」（株式会社明治） 

・３学年…「食への感謝と国際協力」（株式会社明治） 

〇給食コンクール 

 「私が考える健康給食」をテーマにして、一食分の給食献立を考えて、自宅で試作し、

応募する活動を行った。応募作品は健康委員が審査し、優秀作品は給食の献立として再現

し、全校でいただいた。 

◎成果 

 「給食コンクール」の取組みでは、自宅で試作し、家族から評価してもらうことで、共

食の機会も生まれ、家庭を巻き込んだ取組みができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校名 県立山形盲学校 

実施期間 令和４年 12 月５日（月）～12 月９日（金） 

【魚をテーマにした取組み】 

〇魚メニュー募集と提供 

 家庭より旬の魚を使った料理を募集し、期間中の給食で提供した。実施後、おたよりに

レシピをのせて家庭へ情報発信を行った。 

 

 

 

 

〇魚の触察 

 給食で出た魚（しらす、鱸、鯖、鯵、鱈）を丸ごと一尾、児童生徒がグループごとに触

察した。魚のさばき方を調理師が披露し、海で泳ぐ時と食べる時の状態の違いや内臓の状

態を児童らが触って確かめた。庄内浜文化伝道師の先生が魚の生態や構造等、児童らの実

態に沿って内容を変え詳しい説明をしてくれた。 

〇放送でメニューや調理法紹介 

 昼の放送で、栄養士がメニューの説明を、調理師が給食の調理法の紹介と、電子レンジ

等を使用した（視覚障がいがあっても作りやすい）調理法を紹介した。 

〇その他 

 学校行事に合わせて、読書月間では６回の図書給食、マナーアップ週間では、食事マナ

ー給食などを行った。 

◎成果 

 魚をテーマに様々な話題を広げることができた。メニュー募集と実施後の情報提供（別

紙）による家庭との連携、触察やマナーなど体験を通した学習と専門の先生方のかかわり

により、児童らが興味関心をもつことができた。また、電子レンジ使用等レシピの紹介に

より、児童らの自立につながる取組みができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪メニュー≫ 

・しらす丼 ・鱸（すずき）のホイル焼き ・鯖（さば）のみそ煮 

・鯵（あじ）の唐揚げ ・鱈（たら）汁 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 


